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雷 管 に よ る 爆 薬 起 爆 の 研 究

⊂節5報 :筋骨の熱作用による起爆⊃

井 田 一 夫■

第 1報一第4軌 こ於て,'n71犀の衝撃作用による起爆,

雷管破片の投射作用による起燦について述べたので,

薪5軌 こ於では筋管の熱作用による蓮燦について述べ

る｡

T.拷 雷

雷管の熟作用とは,具体的には,雷管の煤充によっ

て生じた熱が燃料こ伝達さh,これによって爆薬が起

爆するということである｡而して爆発によって生ずる

熱の中には装薬の分解によって生じた化学的なもの

と,衝撃波によって生ずる物理的なものと両者を含ん

でいると懸われる｡先ず畑茄の熟冠畑の理論について
考察する｡

_冊管の畑発温兜は内払糞非即ち岱東.テトリール,J{

シトリ,,ト帝の畑発泡壁に近いと仮定すれば 2,0〇OCC

以上であり.又工業煉雛の発火温姥は5OOrC附近であ

るから,雷管の煩苑軌空がそのまま爆薬に伝適されれ

ば燥薬は発火する笹であるが,第 1報でも述べた如

く､l),雷管の般発時間は10IJSee以内,火超持続時間も

200FJSeC以内と思われるので,この洋な悠時問の問に

爆薬はどの笹密の鈴虫を常管から受取l)得るかという

ことが雷管の熱l乍Jllによって爆薬が起爆出発るかどう

かを決定すると思われる｡

勲還嬢の理飴は省く.Garnti･r氏王),Muraour氏31,

Andrcev氏4日軌も 熱崖糠を姫邦分子の分矧 =必要

な活tf.化エネルギーEと分解によって生ずる反応熱Q

との熟平街の問題として考え,汚仕化エネルギーの分

子間の託計的分和や熱帆矢を考慮に7Jもても.QがE

'よりも大きい場合には迎駁反応が庖9得るので煩轟が

生ずると考えた｡ScmenoEt'氏5)は熟達煩の問題を頒

茶内の熱の発生速度と逸倣速攻との比較の問題として

･考え,両者が苛しくなったときが即ち起僻の超群条件

･であるとしたbRobc･rtson氏は FrnnkKnmcnetski

氏がガスについて行った方法を田仲横筋に応用し,熱

伝達の行われ得る煤淋JBの即さ等から起爆温度を攻め

る灸件式を蒔いたC10
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上記の熟達糠理論は何れも燦前-熱を与える熱源わ

時間的変化については考慮していない｡然し乍ら雷管

による爆薬の起爆をはじめ.研撃による起爆,火花に

よる起蛤.･揮槌感度妖艶執 爆薬の起爆は多くの胎

外海上))の作用(Bow(kn氏等の熟塩燥脱によればこ

れ等の作用は何れも熱エネルギーとして怠燦に関与す

ら)は糠窮に長時間連続釣に与えられるものではな

く,非常な塩時糊のみしか与えられられない｡従って

丑近は潜時rlFIの問だけ爆薬即こ高泡を与えた場合の熟

起蛙の研究が行われるようになった｡

tlryarL氏等llは爆薬試料をとり囲んだガス (-リ

ウム或はアルゴン)をピストンで怨敵に圧椅して欺ミ

リセコンド閉加熱した場合,爆薬の点火 (起燥)を放

射ナる光によって観察した｡そしてガスの圧縮比串に

よってlfLL在両横当りの爆薬飲料に与えられる熱丑を計

斉し,点火エネルギー (熱放)はTNTで 0.38CAIL

cm壬以上,テトリールで 0.33cAl/cmt,･{ント少?.

トで 0.25血1/cml.ニト｡グリセリンで0.I.-0.2cd/

cm2封 ヒ錆で0.087cAl/cmまであるとした｡そして妙

薬の点火はガス圧力がど-クに迎してから歎 10ミリ

セコンド掛こ起ること.即ち熱延掛 こlま千倍点火反応

が必撃たことを観察した｡又按は短時間だけ熟丘が

与えられた場合の焚而温壁式 として Carshw 及び

Jaeger氏Jlによる次式を紹介している｡

JT-2F(読 )壬
芝にJTは過密上昇,Fは与えられた熱A･,Lは加熱･

時臥 '̂は熟伝等度.pは比弧 Cyは熟容免である｡

即ちこの式によれば敦市氾壁は与えられた黙龍に比例

し,与えら■れた加熱時関の平方掛 こ比例し,熟伝噂皮

や熱容丑の平方掛こ逆比例する｡

Evans氏轡 )はBrynn氏辞とほぼ同じ方掛こよっ

て.即ち燥英訳料を取槻むガスをビストンで断熱圧貯

することにより,樹樹相加熟した掛合に点火の生ずも

ガス温故を謝定した｡ガスを.%恐銘体と仮定し,ガス

粗壁は

'1.1-T.(V,/V,)r~l
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なる式によって計昇した｡T.,TZは初期及び圧緒後

の温度,IPA,VZは初期及び庄輯役のガス容鼠 Tは

比熱比である｡この方軌こよる発火点はニト｡グリセ

リンで 6cc(C.ペントリ･,トで l,5cc℃,アジ化鉛で
900℃ であ1).即ち新 吉伺加熱の歩合には通常の発火

点よりも轟かに掛 ･混交で初めて発火することがわか

る｡又ピストンによるガスの断熱定積の場合の加熱時

問は簸ミリセコンドであると云われる｡

然るに雷管の爆発による薬包の加熱時間は,第 i報

に於る爆発火焔の持純時間より約0.2ミリセコンド以

下と推定されるので.雷管による熱起億の場合には,

伯薬薬包を発火させる温度は EyAnS氏等による伍よ

りも更に高温となることが必要であると思われる｡特

に硝安爆薬の如くニトt,グリセリンを含まない爆薬の

場合には,Eyans氏執こよるペントリットの発火温匿

),500℃ よ])も追かに市温とならなければ発火しない

と思われるので雷管の熱作用のみで定礎出来るかどう

かは疑周であると思われる｡

以下の爽験に於ては雷管の爆発無塵及び爆発温度等

晶帯約款位を先ず内定し,次で爆薬を起腰させるため

の臨界爆触 拭欧を来施し,雷管の熱作用によって工

光耀薬の起爆が可能であるかどうかを推姶する｡

Ⅱ.雷管熔先魚丘の判定

頒発熱矧ま懲管の熱効果を翰ずるための洪積的な因

子であると思われるが.雷管の燦発熱蕊を直接測定し

た報告は未だ見当らない｡Sutton氏10)はテトリール

のべレヅほ 鉄管に充填して爆発熱盤を軌定し,テト

リールの爆発熟魚には装填比歪Jによって三つの段階

があり,A-0･9以下の場合935cal/g,J=1.1-I.3の

場合1,070cal/C,A-I.45以上では1,)60cAl/gという

価を得ているが.鉄管は雷管管体より相当厚く,この

班を直ちに雷管に適用することは山水か ､｡又雷管の

触発熱虫は雷管内の装薬の分矧 こ際しての熱化学方捉

式を利用して計昇することは山来るが.これでは肝体

による熱虫で化がわからか ･し.又分解力塩式は管件

の密閉強度によっても若干興る苓であるから,計罪に

よって求めるよ))も熔発熱故を直接実測することが盟

ましい｡従って装薬比や管件相賀を変えて感発熱允を

測定した｡

2･1測 定 方 法

熱畳計としては梼研式B型熱良計を使用し,又煩党
系としては紗試験用のポンプに_T.夫を加えたものを使

用した｡即ちポンプの議にネジを切って雷管の爆発に

よって盃が効くことのないように国定した｡

又雷管の燦発熱敵は雷管の周囲に酸素があるかない

かによって興ると思われるので.ポンプの中に食塩を

入れ食塩中で雷管を発火させた樹合と,畔にポンプの

中 (空先中)で雷･Tfを発火させた場合と丙晋について

銑験した｡

2･2 測 定 結 果

留管試料としては国際規格による3軌 6号,8号

の標抑留東雷管,JISによる3･軌 6号.8号のテト
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9-Jt,混成雷管,及び管体材質として錦,最,アルミ

ニウム,硬質塩化ビニール,群等各柾のものを使用し

た6号常管を用いたが之等各種館野の装薬畳を衣 lに

示す｡又爆発熱丑の測定結果を衣2に示す｡

衷2より次のことがいえる｡

①当然のことではあるが装薬蔀が同じ掛合には装薬魚

に比例して爆発熱盤が大きくなる｡

⑧同じ薬畳なら留戎爆粉よりテトリールの方が遥かに

発熱亀が大きいので,同じ号款なら混成雷管の方が

曾来標準雷管よI)発熱最が大きい｡

⑧食塩の中で雷肝を発火させた場合 (即ち雷管の周囲

に酸架のない場合)には,管体の燃焼は余りないの

で管作の材質を変えても発熱丑は余り変らか ･｡

④空気中で雷管を発火させた賂合 (即ち雷管の周mlに

Tablc3 ExplosionIleaLofdctonatorand

kindoEdetonatoi･

酸楽のある場合)には,管体により爆発熟最の差が･

来われて次の如くなる｡

Al≫Zn>PVC≒Cu>Fe

即ちアルミ管体は他の野件に比べて著しく大きく,又

予想外に発熱量の少いのは鉄管体であって轟管体よD

も少い｡

2･3% *

以上の如く空気中で発火させたときは雷管の爆発熱

蕊は管体材質によっても相当異るので装薬畳のみで姶

ずることは出来ない｡

又雷管のメタン着火性は管体材矧こよって異リ,又

雷管から生ずる火花も管件材質によって典るのである

が,之等の諾性能を燥発熱畳と閑適させて考えて見る

と表3の如くである｡即ちアルミ常軌ま火花は出ない

Ignitionratetomethane-airmixture.

前 ｢~-｢蒜 〒 =;iharki鑑 三in.恵 喜hen.(inai.) 再 -e

が燥舞熱丑が大きいのでメタンに着火して居り,供雷

管は火花が多いが爆発熱畳が少いのでメタンに潜火し

か ､｡即ち雷管のメタン着火には火花よりも爆発熱最

の方が韮重な田子であると思われる｡

決に熱化学方程式を利用して計辞した鮭と上記の測

定値とを比牧すると,方程式を利用した計弁解では,

3.6,8号の富来標坤雷管では夫 2々36,437,874cal/

木であり,3,6,8号のテトリール.思索倍額の混成

雷管では夫々 610,795,1,372cal.:本であって,栽2

の尖測低よりも若干小さい値となる｡

E.雷管の坦先温度L=ついて
富野の爆発によって℡件の一部は然焼するが,管体

の燃焼温度は添装薬の爆発温壁より低いので,雷辞の

燦発温度は添装薬の恨発温度と考えることが出来る｡

嘘装薬の爆発温度を検討すると,疋田氏等の計昇

位JI)では装填比_frtJ-1･･6-1･0の範囲でペントリ･Jト
の燥轟温度は 3.3cc-り CCcK.テ トリールは 2,400

-3,200oK,TNTは 2,200･-2,800oK であり.又

Fox氏の実測 t‡)ではベントt)ット(メ-1.63)で4,200

cK,テ トリーJt,(J亡-t･62)で3,35C.-3,650cKとなっ

ている｡水島･氏11)は臼砲内に填実した爆薬の頗轟温

度をスペクトル線反晦法により炎糾し,撫養温度には

研撃波によって生ずる温度と燥轟火焔臼体の温度と何

者が含まれていることを述べ,テトリール,-キリーグ

ン,ペントリットの頒轟温度として 2,loo-2,4000K
の任を得ている｡

即ち雷管の爆発汲度は添装薬称 こよって異るが以上

の結果を蘇合して2,00C-4,OCOcK軽度と推定出来る｡
▼Ⅰ.蛤苑を起溶させるための昏界熔粉丑拭敦

前項により雷管の爆発温度は2,00C-3,5000C程度

であることが判明したが,雷管の爆発温度の持続時間

は極めて短いので,本報告lで述べた如く雷管の熱作

用だけで煉薬が起燦出来るかどうかは疑問である｡従

ってこの点を実験的に検討することとした｡

4･1放 散 の 方 法

雷管の衝撃作用のみを抽出して爆薬を起爆するに

は,弟2報で述べたSPHF(SchockPassHealFilter)

を使用する方法があ!),雷管の破片作用のみを抽出し

て爆薬を起爆するには,第4報で述べた如く雷管の衝

撃も熱も作用しない程爆薬を雷管から軽して管路破片

の投射による爆薬起燥就故を行う方法があるが,筋管

の熱作用のみを抽u'[して燥薬の起爆を行うことは極め

て閑程である｡然し乍ら奉者は図1の如き方法によっ

て頚管の熱作用による煤薬の起旗を検討することが可

能であると考える｡即ち図 1の如く宮部燦粉のみを填
実した威力の弱い田辞 (これを爆瀞ql慨 と称する)を

爆薬中に押入して爆薬を起爆させる場命,爆粉敦の興

った穂々の胃管を使用すると燥粉盤が或る一定最以上

4 (J28) _T.粟火車協会蕗



Fig･I Criticalweight
offulminatetoinitialctheexplosive.

E±ExplosiveF:Fu

lminate/KCIO,(80/20)にな

ったときに初めて爆薬を起爆させることが出来る｡

即ち図 1の如き起爆耽験法を匪非燦扮瀧銑敬と称することとする｡ この鮎外燃粗 鉄駅に於て.筋管管体の

材質を鉄,鼠 アルミ,硬質塩ビ帝柾々のものに射 ヒさせたり

,或は甘体を全然使用しないで常東燃粉をタブレット

にして爆薬中に抽入して点火玉によって点火させたP

すると,管体の棚 や有矧 こよって燥雛を起爆させるた

めの磁界燥粉丑が典ると推定される｡臨界燥触 耽晩

の場合,燥矧ま燥粉飾帝の研酵作用,破片作用,熱作

用等の綜食作用によって起燈されているのであるが.

管体のない燥粉タブL,I/トによる起爆の樹合には

破片作用はないので衝撃作用と熟作用のみによっ

て起爆している｡従って管体のない場合にも燥薬が起爆出来れば,その畑矧ま衝撃作用と熱作用のみで起爆可能であり,又℡侍が
ある掛合に始めて起爆されたり或は管体材矧 こよって鮎界腰掛瓜が泉るならば

,その爆薬は破片の投射作用が加わることによ

って始めて起爆されると考えることが出来る｡この様に施界熔粉舟釈放によ

って起爆に有効な雷管作用を知ることが出来る｡
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4･2 妖 払 拭 料

錬料として使用した爆薬は新桐ダイナマイ ト.硝安

ダイナマイ ト,硝安僻薬の3租新であり,懲廿として

は管体材質を軌 鉄,アルミ夙札 アルミ蒋肉,硬質

塩化ビニール,としたもの.管体のないもの,合計6

屯所を使用した｡甘体のない館野とは畑粉タブレ･/ト
を爆薬中に挿入し,その上に点火_Tti付盗栓を押入した

もので‥点火式の発火によって畑粉タブレットに潜火

し,燈粉タプレ･/トの燥愚によって爆薬が題燥するか

どうかを見た｡

413 院 政 結 果

妖敦結果は糞4の如くである｡この結果より次のこと

が云える｡

①同じ雷管による各牲爆薬の超界鮒 丑は新柄ダイナ

マイ ト,硝安ダイナマイ ト 新D硝安爆薬の順に大

きくなる｡即ち恐薬の威圧はこのF掛こ鈍感となる｡

@･同じ爆薬に対する各位雷管の藤井燥酔敵は,薪桐ダ

イナマイト及び硫安ダイナマイトに対しては管侍の

有無や育休の材矧こよって喜界は静めらiは いが,

新D硝安爆薬に対しては管体材解の彫轡が大きく,

常体がアルミや合成樹脂の賂合には鉄や鼠に比J<て

蕗界燦紛鹿が多くなり,管体のない場合には投も多

く爆砕夙1.0gでも起爆することがEtTJ来ない｡

V.℡守による蛤筋起始作用の考察
5･1墳茶の定位感度について
昏界燦紛衆試軌L 爆薬が実際に炭坑鉱山等で他用

される状態と全く同位に,留守を爆薬中に挿入して爆

薬を起爆させるのであるから,政も実用的な意味での

爆薬の定礎感度の潮定法であると思われ,Eyring氏

革もこの方法による感度耗敦を推奨しているl̀)｡この

訊験法の特執ま,措槌感受銑臥 犀掠感空談敦,殉燦

試政の如く,複雑な因子に彫響されることがないの

で,得られた結束の再現性が大きい｡従って例えば貯

在中に爆薬の感度が詫化したかどうかを測定したI),

又硝安爆薬の日朝晶の感度捜査に於て殉燦釈放に代る

べき銑敦法として利用出来ると思われる｡

茨4の結果に上ると,銅雷･肝で起燃した場合の盤外

爆扮盈 GE煙点)紘.新約で0.20g.瑞ダイで0.35g

新D硝壕で0.45gであ[),又合成樹摘雷管で起爆した

場合の落界燥扮盈 (完分点)は新約で0.20g.研ダイ

で0.dog,薪D桐畑で1.00gである｡即ち上記綬類の

爆薬の雷管に対する起爆感度の比率は,鏑雷管の場合

約l:1.8:2.3であり,合成樹脂筋管の賂合約1:2:5

である (数字の大きい方が鈍感であることを示す)｡こ

の数値は故も乗用的な意味での頒井感光の比枚仇であ

って次のことを澄媛している｡飼雷管でエ発根炎を起

爆させる際には.鞘燦の撒合は新約の掛合よ))も筋管

6

の装薬故を2.3倍にして始めて同じ安全率で起爆を行

っていることになる｡逆に考えれば新D硝煙に対して

6号雷管が支障なく使用されているからには,新桐に

対しては6号雷管の準分以下の装薬丑即ち3号以下の

雷管でも充分実用出来ることを意味している｡但し船

薬はFl液中感度が鈍化するので充分な安全率を見込ん

で常肝を他用する必賓があることは勿的である｡現在

の6号批成雷管の装苑は,爽質上上妃の砧界倍額丑と

比べて,新柄の場合約6倍以上,新D鵡燈の場合でも

約3倍以上の安全率を'fJ-Lている｡

5･2 各班坦韻に対する町野の近似作用

雷･Tの衝撃作用は,衝撃絞子や球銑験の結果･.管作

の有無や野体材矧こよって殆んど変らないことが判明

して居るが.枝片作用は第4報で述べた如く管体材質

に上って新しい墓苑がある｡

従って喪4に於て,新桐や硝ダイの勘合,管体材

貨によって又管体の有矧 こよって陸井爆砂鉄に差異が

ないということは,燥苑は雷管の祈撃作用 (即ち爆薬

中の先泊の断熱圧縮による hotspotの生成)及び熱

作用 (即ち熟の伝達による hotspotの生成)によっ

て起爆され,破片作用 (即ち故片の投射によって生ず

る挽掛こよる hotspotの生成)によって起爆きれて

いないことを示している｡この場合破片作用が表われ

ないのは.0.ig以下の煩粉雷管では政片が細かく粉

砕さiげ 放片逆圧も小さいので国体投射作用が有効に

行われないためと思われる｡

以上の如く新柄や柄ダイは雷管の田撃作用 (蟹襲渡

による熱の生成も含めて)及び熟作用によって起爆可

任であることが判明したが,第2軌 こ放るSPHF就
敦の結果.前掛ま雷管の祈撃作用のみで起燥可佳Ir･あ

り.硝ダイは衝撃作用のみでは起爆不可能であること

が判明しているので,結局鞘ダイは研撃作用に熱作用

が加わることによって.D)めて起爆に充分な hotspot

が生成されると考えることがtP.来る｡この理由は萌ダ

イの伝鰯が新柄よ))も悪いこと,即ち硝ダイの中のニ

トログリセリンは新桐より魚が少いので発火のチャン

ス (砲坤)が小さいこと,又たとえ発火しても鞘ダイ

ではニトログt)セリン屑が連続していないため hot

spotが発展せずに消滅する可乾性が大きいためと思

われ,硝ダイの hotspotlま薪桐の holspotより大

きい槻合に初めて爆遊-と成長すると思われる｡

讃4に於て,新D硝煙の場合に臥 管伴のないときは

爆帝政 1.OL:でも起則 嬢 ず,又管体材質によって臨

界燥粉丑が典るので,この場合は破片作用が加わるこ

とによって初めて起畑可倍となI),研撃作用や熱作用

だけでは起燥不可随であることを示している｡このP.

由は,新D拷類の戯盛剤たるTNT,DNNの瞬開発
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火点は 5C0-550℃ であり,新札 璃ダイの袈感利た

るニトログリセリンの瞬間発火点 260℃ よI)も柵当

荊(]8),ニト｡グリセリンを含んだ爆薬と含まない爆

薬とでは相当大きい熱感変の整列があるため,薪D萌

頻でl'ま雷管の足掛 官用の中では魚も有効な守件破片の

故射作用が加わって初めて柄燦中でも伝達可任な充分

な大きさの hotspotが生成すると考えることが出来

る｡

但し,このことは爆紛丑LOgまでの威力の弱い留

兼雷管について一応の傾向を示したものであり,浪成

常℡特に8号雷管の如く薬丑が多くなると衝撃作用や

熟作用も大きくなるので,新D硝棒のように鈍感な燥

薬でも故片作用なくして起爆可能になるかも知れな

い｡

結飴として,各棚 英に対する筋管の起爆作用の関

係を-発動こすれば滋Sの如き供向を示す｡即ち失敬

Table5 TheinitatiorLSenSitivjt)･oEtheindustrialexplosiyesbyeacheだectoLA dctonator

CXPOSIVe

eqectof
detonAlor -

iJnp8CteEectbyshock
WAYe

heateHect

篭 tioenntee.C,Isbhyell

ttS(h;nftr,憲 e:d:語 sS;eE7･uySI

なエ其悠薬たる前脚ダイナ1イトは雷管の所撃作用の

みで起爆可能であるが,硝ダイは衝撃作用のみでは起

源不可健であり熱作用が加わって初めて起頒する｡新

D梢燦は丑も鈍感であるから.薬琉1.0g以下の常兼

のみの館管では熱It:用が加わっても起爆出来ず.鞍片

作用によって初めて起爆可能となることを示してい

る｡これにより1-胃管による爆薬虚位の粧念を明細にす
ることが出丸 文工英世薬の感度の実用上の.召'.'崩を明

らかにすることが出来たと考える｡

軍 的

(I) 雷管の熱作用による爆非の起爆の場合には爆

薬の加熱時間が非仰 こ短いが.EvanS氏等の爽験に

よれば短時間の加熱による投薬の発火温度は通常の所

謂発火点と比べると相当高くなl),エ策爆薬矧こニト

ログリセリンを含まない爆薬の場合には雷管の熱作用

によって爆薬が起爆.LB来るかど･')かは疑問であるので

突放的に検討した｡

(2)雷管の熱作用を示す耗噂的敦鮭たる雷管の燥

発熱虫練未だ知られていないので.これ等を各租管体

の想管について突刺した括弧 6号常管の煩発熱虫は

1.CCC-2,500cAIJ本であった｡又常管の燥発温度は文
献により推定すると2,000-4,000oKであることが判

明した｡又管棒材矧こよる想発熱虫の差異はAl>Zn>

Cu卑PVC>Fcの周序で火 .･小となった｡

(3) 塩界爆粉La眺敦の括弧 新柄ダイナ1イト及

び硝安ダイナ1イトは管捧材質の如何に関係なく鱗粉

虫が夫 約々〇･2g及び約0.4gで起爆出来たが,新D硝

畑では管体の材矧こよr)臨界爆籾舟が0.4-I.0gと広

い範囲に分布した｡この結果はニトT)グリセリンを含

む薪桐及び柄ダイは燥扮雷管の熟作用によって起爆が

Yot●22■No.3.19BO

可位であ1),ニトログリセリンを含まない薪D萌執ま

熱作用では起爆は不可能であり,破片作用によって初

めて起頒可能であることを示す｡このことはl項の文

献による推定額巣と一致する｡

(4) 陸界爆粉虫純鼓の結果により,雷管による爆

薬の起爆作用を検討し.盤薬の実用上の感受と雷管の

三つの起爆作用との関係を奇癖した｡
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SttLdie80AthelnitizltionofExplo8iye8bytheDetoTt8tOr

PartVTheinitiationbytheheateuectoLthedetonator

byXazuoIda

(1) TheexplosiontemperatureoEadet･

OnatorishigherthantheigTlitiontemper･

atureofexplosives. Butastheheating

periodofexplosiongasesofdetonatoris

extremelyshort,itisdoubtfulthattheind･

ustrialexplosivescan beinitiatedonlyby

theheateHectofthedetonator.

(2) Itissupposedthattheexplosionheat

isabout1,000-2,500cal/piece,andthecxp･

losiontemperatureis2,000-4,000oK.The

orderofheateだectsbythedetonatorshcHs:

Al>PVCiCu>Fe

(3) Industrialexplosiveswereinitiatedhy

thefulminatedetonatorinsertedintoexpl-

osives.ThematerialoEadetonatorshell

andtheweightoffulminatewerevariediA

thisinitiationtest.TheresultoEthisexpe-

rimentindicatesthat.tShinkiridynamite"

(Ammon･gchtine)andtlSh8an･dynamite"

(Permittedscmi･gelatine)canbeinitiated

byheate∬ectofdetonator,whilettShiian-

bakuyaku''(Permittedammonium･nitrate

explosive)failedtotleinitiatedbyheat

euectoEdetonatorbutcanbeinitiatedby

thee∬ectoEfragmentsfrom adetonator

shell.

混合系推進薬の燃焼 に関す る研究

Ⅳ.燃速に及ぼす退安教子並びに組成比の彫轡

伊 束

1.希 甘

著者は第m敵 llの英敦において,撚達に対すろ過安

粒子の粒径効果を求めるために,単に粉砕された歎柾

の粒子群の粒径分布を固定し,その分布に洗いて計昇

された平均粒径(平均体両所経)と,その分布の粒子群

を用いた推進薬の燃速との関係を調べた｡その結果同

執 こおいて,平均粒径が小さくなるを括速が増大し,

ある粒径で長大となり,再び減少すること,又上記各

推進薬の粒子とbindcrとの混ク方は相互間で符に異

なる点を藷められないことを報告した｡粒子の反応面

積のみを重視した燃焼扱柄によれば,平均位径が小な

る程反応而静ま増加するから,上記の結果には〕掛こ吟

醸の必要が認められる.第着は,上記結果は粒径効救

絹糸35･'J･:5P.20日交和
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か以外に何別の効果が倣いていることを示すと解釈し

た｡玉とも妥当と思われる効果は粒径分布に基く粒子の

充填効果 (以後粒径分布効果と呼ぶ)である｡この考

えに従えば,燃速に及ぼす粒･Tの彫哲を調べる為に

紘,粒径効果と粒径分布効果とを分取する必要がある｡

すなわち粒維効果を定虫するAには.粒径分布効果を

出来る慣T)小さく裾も等しいような条件下に抑えて河

定を行なうべきである｡

奉実験においては,光分注意して節分された過安

粒子について,その分布の均一碑を罪術四分悔差と

Kramcrのカ法とによって求め.均一坤が拓く且路等

しい粒径分布の釈料について粒径効果を求めることを

行なった｡なお.この米欧を粒経と同時に過安/ポリ

エステルの組成比を変化した敬かこついて行なった｡

本報文は以上の英験と錬果とについて述べる｡

エ系火薬協会蕊




